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日常生活をあたりまえに
送ることができるように、

一緒に何ができるかを考え、
笑って話ができるとき
にやりがいを感じます。
双極性障害を患い、調理のほとんどをご家族に頼っていた
ご利用者さんが、たった一品でしたが調理の段取りができる
ように。 「家族においしかったと喜んでもらえた」と笑って報告
してくれたとき、とてもうれしかったです。

兵庫県
びーたんままさん

検査データや病名では測れない、
人間対人間のかかわりの難しさや楽しさ。 

実際は難しさや大変さ9割ですが、たまに起こる
奇跡的な楽しさが、原動力になっています。
複数の精神科病院に勤めて10年、精神科訪問看護部門に異動になりました。拒
否の強い方を受け持ち、ご自宅に行ってもどうにもならないため、訪問終了も考えてい
ました。しかし、何度も通ううち、返答があったり、数センチですがドアが開くようになっ
たりと変化が現れました。ある日、本人の困り事を解決したことをきっかけに、次の訪
問日を聞かれ、初めて「継続していてよかった」と思いました。ご自宅に行くだけではなく、
その人にとって役に立つ人でなければならないことを実感しました。そしてそのためにも、
地域の特性やゴミの出し方、役所での手続き、住居のことや季節の行事などの生活の
知識も必要と考え、進んで調べるようになりました。

宮城県
萩の月さん

皆さんにとって、精神科看護の魅力    ってなんですか?
人生そのもの。
すべてが自分の生き方の教えになっています。
私が27歳のころ、患者さんとのかかわり方についての考え
方が根本から変わる出来事がありました。不穏で落ち着か
なかった患者さんが、上司のかかわりによって投薬せずに落
ち着く様子を目の当たりにしたことがきっかけでした。上司
は、「私はあなたを大事に思っている。あなたが怒ると私は
悲しい。答えはすぐに出ないけれど、一緒に悩むことはでき
るから、一緒に考えてみませんか」と、患者さんの目を見て
真剣に語りかけていました。涙ながらに気持ちを語り出した
患者さんの変化に、気づけば私も泣いていました。
問題を見つけては管理するような姿勢でかかわっていた自
分の看護を省み、病気ではなく「人」として患者さんと接し、
1つの現象を“点”として捉えるのではなく、点と点を結んで
“線”で患者さんの変化を理解し、自分の思いも伝える看護
をめざすようになりました。
また、同じ年に日精看の研修会に参加したことで、精神科
看護を深めるさまざまな視点や、切磋琢磨できる仲間を得
ることができました。その後、40歳で精神科認定看護師
資格を取得し、埼玉県支部で役員活動にも参加しました。
今後も、同志とともに、新しい学びと共に尽きることのない
精神科看護の高みをめざして行きたいと思います。

埼玉県・医療法人三信会岸病院
波田実さん
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毎日の業務に追われる中ではじっくり考える機会がない「仕事のやりがい」。皆さんにとって、
精神科看護の魅力ってなんですか？この春に皆さんが迎える初任者へのメッセージも聞きました。
※2023年1月にSNS上で告知したアンケート回答、およびインタビューより構成。

身体面・心理面・社会面の
すべてにおいて 
患者さんの生活に広くかかわることができる。
看護師として働き始めて10年ほど経ち、看護の専門性っ
てどんなところにあるのだろう？と疑問を抱き始めたころ、
職場の先輩から視野を広げて知識を深めるよう研修会
への参加を勧められました。それから日精看の研修会
に参加するようになり、精神科認定看護師という存在
を知りました。資格取得をめざして研修会に参加してい
くうちに、臨床場面での経験や先輩方の実践の意味が
知識と結びつきました。

青森県
青い森のクマさん

生涯をかけて学び続けたい
と思わせてくれる仕事。
もう20年以上前のこと、看護師資格を取得して数
年くらい経ったころに担当していた患者さんは、衝動
的に他害行為を繰り返し、対応にとても苦慮しまし
た。一緒に対応の検討を重ねていた主治医の先生か
ら「この患者さんのことで僕にも分からないことがある
よ。でも看護師さんはたくさん知っていることがある。
かかわり方は任せるから、患者さんの支援を頼みます
よ」と言われたことを機に、かかわり方や支援方法を
見直しました。病棟スタッフに協力を求めながら行動
制限最小化をめざした結果、徐々に改善が見られ、
その後は行動制限を行わない看護援助を継続するこ
とができました。患者さんが成功体験を積み重ねて、
自信がもてるように支援することが精神科看護の役割
なのだと感じました。看護師はいつも患者さんの傍ら
に寄り添っている治療支援者であり、いちばん身近な
応援者であることを自覚しました。いまとなっては、
青き思い出です。

愛媛県・八幡浜医師会立双岩病院
小西英治さん

多くの人の人生の伴走者になれる！
そして喜怒哀楽を共にし、自分も成長できる。 
精神科看護師になり10年ほど経ったころに、多飲症の患
者さんを受け持ちました。その方は、以前も水中毒を起こ
した経緯があり、コップを看護師が管理していました。しかし、
いつまでも管理していては本人のためにならないし、自主的
に病気と向きあってほしいと考え、思い切ってコップを本人
に管理してもらいました。最初はうまくいかず後悔しかけた
時期もありましたが、根気強く一緒にがんばろうと決心。対
話を重ねた結果、私の看護が押し付けになっていたと気づ
かされました。本人の気持ちを尊重して内服自己管理を提
案したところ、責任感をよい方向に刺激したようです。体重
変動が改善したほか、血中Na値も何十年ぶりかの正常値
に。嗜好品を買えるようになるなどの変化に、本人も努力
が報われたと喜んでいました。看護師も患者さんと一緒に
悩み揺れることも時に必要なのだと学んだ経験でした。また、
身体管理の重要性をあらためて感じ、勉強するようになりま
した。本当に受け持ててよかった。ありがとうございます、
と言いたいです。

秋田県・社会医療法人興生会 横手興生病院
柴田雅人さん

患者さんそれぞれに
違う症状や背景があり、
その都度 一人に向きあって
深く考えられること。
精神科に勤めて10年が過ぎたころ、かつて支援し
ていた患者さんたちが病棟に挨拶に来てくれました。
急性期の辛かった時期を知っている分、退院後に
しっかりと生活している姿は励みになりました。 1人
ひとりにていねいに向き合っていかないといけないと
あらためて感じました。

千葉県
 Nさん

皆さんにとって、精神科看護の魅力    ってなんですかQ.
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症状や問題点だけを見て看護にあたるのではなく、
当事者の方がその人らしく暮らせる支援の実践をめざ
してほしいと思います。

千葉県
Nさん

精神科は、1人の患者さんと時間をかけてじっくりかかわるこ
とができます。また、身体面もしっかりとしたスキルを得ること
ができます。はじめは仕事に慣れるだけで精一杯かもしれませ
ん。苦しいこともあるかもしれません。そんなときはまわりの先
輩を頼って、相談してください。一緒に悩み、成長しましょう！

秋田県・社会医療法人興生会 横手興生病院 
柴田雅人さん

病気や障害のある方からいろんなことを学んでください。 その経験から私
たちは学び、支援させていただいているいるという思いを忘れずにいましょう。

福岡県・株式会社ラポート訪問看護ステーションReafくるめ
永野孝さん

精神科というだけで身構える必要はありません。
入院中に患者さんと一緒にいろいろな経験をし
ながら、たくさん思い出をつくってほしいです。

栃木県
TNさん

遠回りしてもかまわない、一度
は経験してほしいし、また戻り
たいと思える看護分野だと思
います。さまざまな経験を活か
せる分野ですから、仕事以外
のことにもたくさん興味をもっ
て、経験を積み重ねてほしい
と思います。自分と向きあうこ
とも恐れないで。失敗も大き
な財産になるはずです。

静岡県
メルさん

「精神科＝怖い」というイメー
ジは根強くありますが、疾患
をしっかり理解しようと努力
をすれば何も怖いことはあり
ません。人と人は支えあって
成り立つという素晴らしさが
実感できると思います。

愛知県
ぱーさん

精神科に興味をもったことそのものが、
成長の原動力であり、とても大切にし
てほしいことです。ぜひ患者さんとかか
わる奥深さを楽しんで、よい看護師に
なってほしいと思います。

東京都・医療法人社団翠会成増厚生病院
渡辺麻美さん

精神科看護はとても奥が深いです。 嫌になったり諦めた
りすることもあるかもしれません。 しかし、自分に変わる
力があるんだから患者さんにもあるはずです。
諦めずに患者さんのペースで一緒に時間を共有すること
で変わっていくはずです。 精神科医療は人生においても
有意義な経験ができる場です。ぜひこの扉を開いて一緒
に進んでいきましょう！ 私も共に学びます。

埼玉県・医療法人三信会岸病院
波田実さん

ありのままの患者さんを受け入れ
てさまざまに思いや考えを巡らし
てほしいと思います。

広島県
ターチャンさん

精神科看護は1人ではできません。困ったときは言葉に
すれば必ず誰かが助けてくれます。だから大丈夫。急が
ず、ゆっくり一緒にがんばりましょう。

宮城県
萩の月さん

初任者へ伝えたいメッセージ
message

新人の方には新人の方にしか感じられない
感性があります。フレッシュな感覚を大切に、
自分なりの考えや言葉を磨いてください。
一緒にがんばりましょう！

愛知県
制服はみかん色さん
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精神科訪問看護ステーション勤務
精神科看護歴5年目
携一さん＊この誌面では「モヤモヤMEMO」の実際のデザインを一部加工しています。MEMOの人物は仮名です。

モヤモヤナビゲーター

金子亜矢子（かねこ・あやこ）
日本精神科看護協会 業務執行理事（東京都）

東　美奈子（あずま・みなこ）
日本精神科看護協会 副会長
訪問看護 花の森 管理者（山口県）

モヤモヤナビゲーター

モヤモヤMEMOで
考える倫理指針

実践のなかで「モヤモヤ」した出来事を書きとめ、振り返り、同僚との話しあいや倫
理カンファレンスなど職場での取り組みに活用できる小冊子『精神科看護職の倫理
綱領とモヤモヤMEMO』。この連載では、12の倫理指針から毎回1つずつ取り上
げ、実際の「モヤモヤ」を通してみなさんと考えます。モヤモヤナビゲーターと一緒
にモヤモヤを深めながら、倫理的感受性を高めていきましょう。倫理綱領の全文や
「モヤモヤMEMO」の使い方は日精看オンラインでもご覧いただけます。

多職種連携
倫理指針

10 精神科看護職は、対象となる人々が、その人らしく地域で生活できるよう、
当事者、および家族とそれらの団体、他の専門職・各種団体との連携を図る。

E
T

H
IC
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　1人の利用者に多職種がかかわっていると、それが自分の役割なの
かどうなのかがわかりにくくなるときがあります。また、「自分がしなくて
もよいのでは」とか、自分ばかりに押しつけられていると感じることも
あるかもしれません。
　サービス全体の調整は相談支援専門員の役割になりますが、相談
支援専門員も訪問看護師の役割をすべてわかっているわけではありま
せん。訪問看護師としてのアセスメントを多職種にきちんと伝えて、自
分の役割を全うしましょう。
　ただ、サービスの隙間で利用者が困っていることなどは、お互いが「自
分の役割の範囲よりも、少しがんばって支援する」ことも多職種連携の
なかでは大切なことです。

第48回日本精神科看護学術集会中に開催される第3回精神科看護CONGRESS（コングレス）のなかで、倫理をテーマにしたプ
ログラムを行う予定です。ご期待ください。

I N F O R M AT I O N

病
院
編

地
域
編

主治医の方針をきくだけのカンファレンスでいいのかな？

それって、訪問看護師の役割？

できごと

できごと

関連指針

関連指針

モヤモヤ%

モヤモヤ%

（振り返りや気づき）

（振り返りや気づき）

精神科救急病棟勤務
精神科看護歴3年目
連心さん

　多職種連携ということを考えると、たしかにモヤモヤしますが、「あ
るある」なカンファレンスです。
　チームのメンバー全員が発言でき、必要な連携をはかろうとする
こと（指針10）、それを実現することは大切ですが、同時に難しくも
あります。だからこそ、自分の役割を再認識し（指針1-1、1-2、2、
3-2、4-2、5）、多職種チームとして機能できる環境を整えていき
たいものです。そのためには、事前に看護チームの考えや意見を収
集したり、必要と思うほかの職種がもつ情報を確認することなどによっ
て看護の方向性を見つけることができると、カンファレンスの場で発
言する勇気が湧き、安心して自由なコミュニケーションを相互に行え
るのではないでしょうか。たとえ価値観や考えのずれが生じたとしても、
お互いが率直な意見を交換する（指針10）、それ自体が倫理性をふ
まえた行為であり、患者さんにとって意味のあることだと思います。
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2023年度 研修会の
お申し込みについて　　

2023年度の研修会はmanaable（マナブル）でお申し込みを受け付けています。お申し込みの前に
manaableにアクセスし、新規登録をクリックして利用者登録をお願いします。
会員価格で研修会を受講される方は、日精看の入会（継続）手続きを済ませていただき、会員証が
お手元に届いてからmanaableの利用者登録を行ってください。

岩代　純（いわしろ・じゅん）
医療法人北仁会石橋病院 副看護部長
（教育担当）、精神科認定看護師、
北海道支部教育委員長（北海道）

道
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着
！  

日
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第16回 ラダー運用開始直前
――スタートレベルの確定と目標設定

石橋病院（北海道）の副看護部長・岩代純さんの提案で始まった日精
看版ラダー（以下、ラダー）導入までの道のりをタイムリーに報告します。

　ラダー導入時のレベルを確定するうえで、スタッフ個々
の看護実践能力を評価する必要があります。そこで、評
価の練習を兼ねて看護実践能力評価シートを使って自己
評価、他者評価を行い、スタッフが現在の自分の立ち位
置（ラダーレベル）を確認しました。それによって、評価者
の課題やラダーに示された看護実践力をどのように解釈す
るかなどの課題も見えてきました。各病棟の師長・主任
も初めての評価で戸惑いもあったと思いますので、今後は
師長・主任会で評価の結果を共有し、評価した結果が
適切なのかを確認していく予定です。

　今後の予定としては、現在の自分自身の看護実践能力
を参考に、スタート時のラダーレベルを確定します。それ
をもとに2023年度の自分自身の目標を立て、その目標達
成のためにどのような実践（経験）を積んでいくか、どのよ
うな学習をしていくかを設定していきます。各ラダーレベル
の学習内容については、学習内容検討グループ（『ナーシン
グ・スター』2022年3月号参照）が中心になり、看護実
践能力の項目と学習内容（研修会）の結びつきを考え、スタッ
フに提示できるようにしていきたいと思います。

2022年 10月～
2023年 1月

2月～3月

看護実践能力の
評価練習

看護実践能力と学習内容の
結びつきを検討し、確認する
（学習内容検討グループ）

3月中

●スタート時のラダーレベルの確認
●2023年度の目標設定
●目標達成のための行動と学習を設定する

会員価格で
研修会を受講する方

会員証が手元に届く

manaableの利用者登録（新規登録）をする

研修会を申し込む

2023年度の日精看の入会
（継続）手続きが済んでいる

はい

はい

いいえ

いいえ

非会員価格で
研修会を受講する方

日精看の入会（継続）
手続きを行う

2023年度の会員証が
手元に届いている

1

4

2

①、②、③、④の順にクリックして手続きを進めます。

3

manaableでの利用者新規登録手順研修会申し込み手順
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論文の種類
　研究論文には、原著論文（Original、Regular Article）、短報（Brief Report）、研究報告、資料、
総説（Review）など、掲載される雑誌によってさまざまなカテゴリーがあります。どのカテゴリーも研
究論文として適切な構造になっていることが前提ですが、原著論文には特に独創性や新規性（新しい
知見があったのか）が求められます。これに対して、研究報告や資料では、原著論文ほどの独創性や
新規性は求められないことが多いようです。ただし、これらの基準は非常に曖昧で、雑誌によって少し
ずつ基準が異なるのが実情です。総説とはある主題に関連した文献をまとめ、総括した論文です。
　ちなみに日本精神科看護学術集会誌にはこれらのカテゴリー分けが存在しません。すべて原著論
文という扱いです。それぞれの論文に新規性や独創性があるかどうかは、ぜひみなさん自身で読んで、
確認してみましょう。

木戸芳史（きど・よしふみ）
浜松医科大学医学部看護学科 教授
日本精神科看護協会 理事（静岡県）

10 

第 48 回 日本精神科看護学術集会 in 北海道のご案内

【会場】札幌コンベンションセンター
【会期】2023年6月2日（金）～ 6月3日（土）

み ん な の
学 術 集 会

＃

＊会期を2日間に変更します。
　詳細は日精看オンライン「学術集会ページ」をチェック！

看護研究ウォーミングアップ

第 30回 日本精神科看護
専門学術集会（埼玉県）

■事前申し込み開始！

事前申し込み（会場参加者）、オンデマンド申し込みを開始しました。
日精看オンラインのmanaable（マナブル）よりお申し込みください。
【申込日】3/1（水）～5/1（月）クレジット決済・コンビニ決済が可能です 。　
※manaableへの利用登録後、お申し込みが可能です。（手続きはP.6と同じです）
※申し込み方法はmanaableに掲載している【開催概要】をご覧ください。■シンポジウム「今求められる精神科看護」　

　コロナ禍も3年を数え、日常生活のあり様が変化しています。そのような
社会情勢のなか、日本における精神科医療の在り方は、障がい者の権利
という観点から国際的に批判されています。また、国内においても精神保
健福祉法が改正され、精神科病院も虐待事案に対して通報義務が課され
ることになりました。
　また、近年、精神科看護の対象も多様化しており、精神科看護職に求
められる知識や技術、姿勢なども変化していると感じます。それに合わせて
われわれ看護職も、現在行っている看護、今まで大切にしてきたものを吟
味し、引き継いでいくものと、変化させなければならないものを見極めなけ
ればなりません。
　そこで、今回のシンポジウムでは、精神科看護の対象者である当事者、
および家族の立場から、「今までの精神科看護とこれからの精神科看護に
期待すること」についてお話をうかがいます。また、精神科看護職の立場か
らは、「これからの精神科看護で行わなければならないこととして、今まで
の精神科看護の引き継いでいかなければならないもの、変化させなければ
ならないこと」、および「自身のまわりの患者・家族のみならず、他の職種
も含めて精神科看護職に何を期待されていると感じているか」についてお話
をうかがいます。
　これらのお話をもとに、私たち精神科看護職に求められていることを吟味
し、「これからどのように精神科看護を継承し、進化させていかなければな
らないのか」を考える時間にしたいと思います。

【シンポジスト】

●一般演題A（看護研究報告・実践報告・業務改善報告）
2023/5/1（月）～6/30（金）
●一般演題B（ワークショップ・交流セミナー）
2023/6/1（木）～6/30（金）

●精神科認定看護師実践報告
2023/5/1（月）～6/30（金）

近隣の北広島市ではこの3月に「エスコン
フィールド北海道」がオープンしました。横
丁やアクティビティーもあり、野球観戦しな
がら楽しめます。花のまち恵庭市にある、え
こりん村「銀河庭園」では、季節に応じて約
1000種の植物が楽しめます。サッポロビー
ル北海道工場では、ビール製造の見学、
試飲ができます。恵庭の透き通る水でつくら
れたビール、おいしいですよ！（北海道支部）

山田悠平
（やまだ・ゆうへい）

精神障害当事者会
ポルケ 代表

池田桂子
（いけだ・けいこ）

こころのリカバリー
総合支援センター 
家族会「リラの会」会長

コレット美喜
（これっと・みき）
一般財団法人
精神医学研究所附属
東京武蔵野病院
看護師長

ご 当 地 情 報

一般演題A・一般演題B・
精神科認定看護師実践報告の応募期間

銀河庭園
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精
神
科
認
定
看
護
師
J
O
U
R
N
A
L

Certified Expert  Psychiatric Nurse

精神科認定看護師を
めざす方のための説明会

【日時】2023/5/30（火）
【開催方法】ライブ配信（Zoom）
【定員】80名
【費用】無料
【申込】manaable（マナブル）からお申し込みください。
＊定員を超えた場合は同じ内容をオンデマンド配信する予定。
「精神科認定看護師制度ガイドブック」など詳しい情報は、こちらをご確認ください。＞＞

精神科認定看護師は全国のさまざまな施設で、質の高い看護実践に取り組んでい
ます。その現場での実践内容を紹介します。
＊なお、倫理的配慮として個人が特定されないよう、事例には改変を加えています。

精神科認定看護師実践報告

看看連携で思春期のこころに向きあう

安
定
し
た
信
頼
関
係
を
築
く

―
病
棟
か
ら
の
申
し
送
り
を
ヒ
ン
ト
に

外
来
ス
タ
ッ
フ
で
方
針
・
情
報
を
共
有

　

私
は
現
在
、
外
来
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

A
さ
ん
は
10
代
前
半
の
男
子
で
、
解
離
性
障

害
の
診
断
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
抑
う
つ
気

分
、
不
安
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
自
傷
行
為

や
希
死
念
慮
が
強
ま
り
、
約
1
週
間
入
院

し
ま
し
た
。
退
院
時
に
担
当
看
護
師
か
ら
、

家
庭
環
境
が
複
雑
で
人
へ
の
信
頼
感
が
も
ち

に
く
く
自
己
肯
定
感
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
に
く
い
な
ど

の
申
し
送
り
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
A

さ
ん
が
外
来
に
来
た
と
き
に
生
活
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
A
さ
ん
の
話
を
て
い
ね
い
に
聴

き
、
安
定
し
た
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
大

切
に
し
た
か
か
わ
り
を
継
続
し
よ
う
と
考
え

ま
し
た
。

　

退
院
後
の
診
察
場
面
で
は
、
医
師
に
自
分

の
気
持
ち
を
話
せ
ず
困
惑
し
た
り
、
診
察
途

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
継
続
し
た
看
護
が
で
き

る
よ
う
に
、
対
応
の
仕
方
や
ポ
イ
ン
ト
を
伝

え
、
行
っ
た
ケ
ア
や
対
応
の
記
録
は
電
子
カ

ル
テ
で
共
有
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
が

「
A
さ
ん
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
聴
く
だ
け
で
、

具
体
的
な
支
援
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
」と
い
う
気
持
ち
を
抱
え
た
と
き
に
は
、

市川容代（いちかわ・ひろよ）
公益財団法人復康会沼津中央病院 
精神科認定看護師〈2009年登録〉（静岡県）　

自分の看護に自信がもてず、児童思春期
に興味があったため専門性や知識を深め
たいと思い、精神科認定看護師の道をめ
ざしました。

中
で
涙
を
流
し
言
葉
に
つ
ま
る
姿
が
見
ら
れ
、

抑
う
つ
気
分
や
不
安
・
緊
張
状
態
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
病
院

が
安
全
な
場
所
だ
と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

診
察
前
後
に
声
を
か
け
て
近
況
を
確
認
す
る

な
ど
積
極
的
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

医
師
へ
の
伝
え
方
が
難
し
い
場
面
で
は
A
氏

の
隣
に
座
り
、
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
補
助
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
診
察
後
に
は

話
を
聴
く
時
間
を
設
定
し
、
関
係
性
の
構
築

に
努
め
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
て
も
大
丈
夫
だ

し
、
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
大
丈
夫
だ
よ
」

と
毎
回
く
り
返
し
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
A

さ
ん
は
趣
味
の
話
や
、
自
分
の
気
持
ち
を
他

者
に
伝
え
る
こ
と
が
苦
手
で
あ
る
こ
と
、
母

に
甘
え
た
い
気
持
ち
も
あ
る
が
母
親
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
こ
と
が
嫌
い
で
あ
る
こ
と
、
児
童

相
談
所
に
一
時
保
護
さ
れ
て
い
た
と
き
は
不

満
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
内
面
を
語
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
下
を
向
き
な
が

ら
小
声
で
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
し
だ
い
に

顔
を
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

A
さ
ん
が
安
心
し
て
気
持
ち
を
吐
き
出
せ
る

こ
と
こ
そ
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
共
有
し
ま

し
た
。
今
後
も
学
校
な
ど
と
密
に
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
A
さ
ん
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る

役
割
を
果
た
し
、
思
春
期
に
あ
る
A
さ
ん
を

継
続
し
て
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

外
来
で
も
継
続
し
た
支
援
を
実
施
す
る
こ

と
や
、
地
域
生
活
を
送
る
患
者
さ
ん
に「
あ

の
病
院
に
行
け
ば
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え

る
」と
安
心
感
を
も
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
、

そ
れ
が
で
き
る
の
は
外
来
看
護
師
と
し
て
の

役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
精
神
科

認
定
看
護
師
と
し
て
、
新
し
い
知
見
を
深
め
、

外
来
看
護
の
質
が
向
上
で
き
る
よ
う
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

8日精看ニュース No.766 2023/3/22



日精看が取り組んでいる「こころの健康出前講座」。今回は、どうしたら出前
講座の講師になれるのか、講師になるメリットややりがいなどをお伝えします。こころのこと、もっと。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
出
前
講
座
」
の
講
師
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

新美浩二郎（にいみ・こうじろう）
愛知県精神医療センター 
精神科認定看護師（愛知県）

郷六興治（ごうろく・こうじ）
医療法人ほがらか会もとだて病院　
精神科認定看護師（岩手県）

出前講座の講師になるメリットやステップアップ

　出前講座の講師になることで、精神科看護師としてさまざ
まなメリットを生み出します。また、ご自身のステップアップ
につながります。

双方向の話しあいが楽しく、刺激に！

　就労移行支援事業所の支援者の困りごとを聞いて、
さまざまな視点を提示して支援の引き出しを増やしたり、
一緒に考えながらモヤモヤを解消していくような双方向
的な話しあいの形式をとっています。「退院後の患者さん
を支援している方たちへの支援がとても必要だ」と考えて
きましたが、出前講座でそのお手伝いができていることを
実感しています。また、利用者さんと一緒に生活の困りご
とについて考え、たくさんのことを学ばせてもらっています。

偏見を取り除きたい！

　昨年、高齢者施設の支援者を対象に、初めて出前講
座の講師をしました。精神疾患に関する知識や支援の
経験がないスタッフだったので、幻聴体験を企画したり、
日 の々支援の悩みに答える時間を十分にとり入れたところ、
とても反応がよく、手応えを感じました。また、質問に
答えるなかで、普段から当事者とかかわりを大事にするこ
との重要性をあらためて痛感しました。今後も精神疾患
のある人への偏見を取り除くために、出前講座を続けて
いきたいと思います。

先輩講師からのメッセージ　

精神科看護師ならどなたでもできます！

　出前講座の講師は、表1の条件を満たした日精看会員の
方ならどなたでもできます。

出前講座の講師登録の流れ

　講師登録を行うことに、複雑なことはありません。簡単に
登録ができますので、自分の経験や知識を使って、社会貢
献をしてみましょう！　

●精神科看護の経験が5年以上の看護師、准看護師
●所属施設管理者（上司）の承認がある者

① 所属している施設の上司に「出前講座の講師をやりたい」と
ご相談ください。

↓
② 上司の許可が出たら、日精看の所属支部から「こころの健 
康出前講座講師情報登録用紙」と、「講師プロフィール」を 
取り寄せ、必要項目を記入します。

↓
③ 記入が終わったら支部へ返送してください。支部から日精
看本部へ登録情報が送られます。

↓
④ 日精看本部の「こころの健康推進委員会」で審査を行った 
後、登録完了の通知をします。

↓
⑤ 登録後、日精看オンライン内の「こころの健康出前講座登
録講師一覧」に掲載されます。

↓
⑥講師依頼が来たら、依頼者と連絡をとり、詳細を決定します。

● 「特別な病気」という誤解や偏見を解消し、精神科医療に
ついて知ってもらうチャンスになる！
● 自分のもっている精神科看護の知識が地域で困っている方々
を支え、社会貢献ができる！
●知識がない方にわかりやすく説明することで、自分がもって　　
　いる知識の再確認ができる！
●自分自身のコミュニケーション能力のアップにつながる！

図1　講師登録の流れ表2　出前講座によるメリット

表1　講師の条件

こころの健康出前講座とは

　「こころの健康出前講座」（以下、出前講座）は、地域の
方々に「こころの健康」について正しく理解していただき、個
人やその周囲の人のこころの健康の維持増進をはかるため
の出張セミナーです。

2

4

1

3

5
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このページでは、精神科医療・看護に関する制度や政策の情報や日精看の取り組みをお伝えします。 精神科看護の現場で
役
立
つ
制
度
・
政
策
N
E
W
S

■
外
部
と
面
会
交
流
の
機
会
を
確
保

　

精
神
科
病
院
に
お
い
て
、
医
療
従
事

者
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
外
部
と
の

面
会
交
流
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
患
者

の
孤
独
感
な
ど
を
防
ぐ
う
え
で
と
て
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
特
に
医
療
保
護
入

院
の
よ
う
な
非
自
発
的
な
入
院
の
場
合

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族
と
疎
遠

に
な
っ
て
い
る
患
者
は
、
医
療
機
関
外

の
人
と
の
面
会
交
流
が
途
絶
え
や
す
く

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
法
改
正
で
は
、
市
町
村
長
同

意
に
よ
る
医
療
保
護
入
院
者
な
ど
を
対

象
に
、
外
部
と
の
面
会
交
流
の
機
会
を

確
保
し
、
そ
の
権
利
擁
護
を
は
か
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

入
院
者
訪
問
支
援
事
業
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
院
者
訪
問
支
援
事
業
で
は
、
都
道

府
県
知
事
等
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た

入
院
訪
問
支
援
者
が
、
患
者
本
人
の
希

望
に
よ
り
、
精
神
科
病
院
を
訪
問
し
て
、

本
人
の
話
を
て
い
ね
い
に
聴
く
と
と
も

に
、
必
要
な
情
報
提
供
等
を
行
う
も
の

で
す
。

■
事
業
の
概
要

　

図
に
事
業
概
要
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
し

ま
し
た
。
本
事
業
は
都
道
府
県
の
任
意

事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
多
く
の
自
治
体
で
取
り
組
み
が
促

進
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
入
院
者
訪
問

支
援
員
と
は
、
都
道
府
県
知
事
が
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

う
研
修
を
修
了
し
た
者
の
う
ち
か
ら
都

道
府
県
知
事
が
選
任
し
た
者
を
指
し
ま

す
。

　

現
在
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
精
神
科

病
院
の
長
期
入
院
者
に
対
す
る
訪
問
支

援
事
業
を
展
開
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
訪
問
支
援
等

活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
後
も
本
事
業
が
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
に
な
る
の
か
確
認
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

精
神
保
健
福
祉
法
改
正
に
係
る

「
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
」の
創
設
に
つ
い
て

入院者訪問支援事業のイメージ

入院者訪問支援員を派遣

【入院者訪問支援員（※1）の役割】
•精神科病院を訪問し、本人の話を丁寧に聴く

•入院中の生活相談に応じる
•必要な情報提供等を行う

患者の孤独感・自尊心の低下を軽減し、権利擁護をはかる

※1 　 入院者訪問支援員には、患者の尊厳を保持し、常に患者の立場に立って誠実に
職務を行うことを求めるほか、守秘義務を規定。

※2　 具体的な研修内容は省令等で規定。例えば、精神医療保健福祉に関する制度や
現状、精神科医療における障害者の権利擁護等を想定。

※精神保健福祉法の目的規定に「精神障がい者の権利の擁護」等を追加。

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉
部：障害者の日常生活及び社会生活を総
合的に支援するための法律等の一部を改
正する法律案概要資料を参考に作成

• 入院者訪問支援員に
対する研修（※２）

• 入院者訪問支援員の
任命・派遣等

• 精神科病院の協力を得
て、支援体制を整備

入院者訪問支援員を希望 訪問支援員

都道府県等精神科病院

市町村長同意に
よる医療保護入院者
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東洋羽毛  P r e s e n t s

これが自慢！ 全国発 日精看支部紹介 神奈川県支部 1070 人
今月の支部 会員数

お問い合わせ先／お客様相談室（フリーコール）0120-410840

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
創
立
当
初
か
ら「
快
適
な

眠
り
」を
追
求
し
て
き
た
東
洋
羽
毛
の
知
見
か
ら
、

お
役
立
ち
情
報
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

こ
ろ
を
ケ
ア
す
る
看
護
職
の
皆
さ
ま
の
健
康
的
な

生
活
に
貢
献
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

支
部
長
の
自
己
紹
介
＆

支
部
長
と
し
て
の
心
が
け

　
公
益
財
団
法
人
積
善
会
曽
我
病
院
で
看

護
部
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年

よ
り
支
部
活
動
に
参
加
し
、
2
0
1
6
年

に
支
部
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
2
0
2
3

年
7
月
に
新
支
部
長
へ
と
引
き
継
ぎ
を
い

た
し
ま
す
が
、
貴
重
な
学
び
と
経
験
の
多

い
7
年
間
で
し
た
。

　

神
奈
川
県
支
部
が
長
年
大
切
に
受
け

継
い
で
き
た
結
束
の
バ
ト
ン
を
次
世
代

に
渡
し
、
よ
り
地
域
に
貢
献
で
き
る
精

神
科
看
護
の
実
践
の
た
め
に
、
最
後
ま

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

神
奈
川
県
支
部
が
大
切
に
し
て
い
る

ポ
リ
シ
ー
や
強
み

　

役
員
・
委
員
間
の
仲
間
意
識
が
強
く
、

施
設
を
越
え
て
連
携
で
き
る
仲
の
よ
さ
が

神
奈
川
県
支
部
の
強
み
で
す
。

　
県
内
の
全
精
神
科
病
院
と
連
携
し
て
施
設

代
表
者
会
議
を
実
施
し
た
り
、
支
部
活
動

に
県
内
20
以
上
の
施
設
の
看
護
師
が
参
加

し
た
り
と
、
日
ご
ろ
か
ら
情
報
交
換
と
親

交
に
努
め
て
き
た
積
み
重
ね
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
3
年
ほ
ど
は
顔
を
合
わ
せ
て
意
見

交
換
す
る
機
会
の
提
供
が
難
し
い
時
期
が

続
き
ま
し
た
が
、
2
0
2
2
年
度
よ
り

W
e
b
と
対
面
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
式
で
支
部
大
会
や
研
修
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
3
年
ぶ
り
に
対
面
式
で
実

施
し
た
看
護
研
究
発
表
会
の
会
場
で
は
、

再
会
を
喜
ぶ
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
県
支
部
主
催
の
研
修
会
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど

　
神
奈
川
県
支
部
の〝
名
物
イ
ベ
ン
ト
〞

と
い
え
ば
、
2
0
1
9
年
ま
で
55
年

続
い
て
き
た
「
音
楽
会
」
で
す
。
患

者
さ
ん
・
利
用
者
さ
ん
・
職
員
が
一

緒
に
歌
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
め
る
名
物

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
と
、「
よ
り
多

く
の
方
々
が
参
加
で
き
る
場
に
」
と

い
う
思
い
か
ら
、2
0
2
3
年
の
「
こ

こ
ろ
の
日
」
を
機
に
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
計
画
中
で
す
。

　
平
塚
市
の
美
術
館
を
借
り
、
絵
画
や

写
真
、
陶
芸
な
ど
の
ア
ー
ト
作
品
を
集

め
て
展
示
公
開
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
日
精
看
の
「
わ
た
し
が

見
つ
け
た
！
ア
ー
ト
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
ヒ
ン
ト
に
、
公
益
委
員
が
発
案

し
、
皆
で
協
力
し
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　正月の箱根駅伝で有名な箱根は、日本有数の温泉街。宿泊施設が 400近くもあります。箱根大涌谷名物の
「黒たまご」は「1個食べれば寿命が 7年延びる」とか？ 登山鉄道から見える風景も圧巻です。

お話／早瀬和彦支部長
（写真は、令和4年度神奈川県
支部看護研究発表会の様子）

神奈川県
おすすめ情報

　適度な運動を続けている人は、眠りの質がよくなると言われています。ただし、
就寝直前に強度の高い運動をすると、交感神経が高ぶり、かえって寝つきが悪くな
ることも。特にスポーツジムなど照明が明るい環境での運
動は日中がおすすめです。理想は、軽めのランニングやウォー
キングを30～60分程度、就寝3時間前までに行うこと。
適度な運動習慣で、睡眠の質を高めましょう。

眠りの質をよくする
適度な運動習慣

東洋羽毛は看護職に
寄り添います
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「日精看オンライン」は
パソコンでもスマホでも

jpna.jp

日精看本部より

「入会案内」のパンフレットをリニューアルしました！ 「精神科看護職員による患者への虐待・暴行事件に関する会長声明」
を発表しました

都道府県支部の代議員が決定しました

　精神科看護に携わる私たちにとって、
毎日が「精神科看護の第一歩」です。
仲間たちとともに歩むことで、手応え
を実感し、喜びを分かちあえる。そ
の実感と喜びは自身を成長させ、さ
らなる挑戦につなげることもできます。
　日本精神科看護協会では、高いモ
チベーションを維持するプロフェッショ
ナルのつながりがあります。これが、プ
ロボノ活動*を通して社会の安心につ
ながっていきます。このパンフレットが

一人でも多くの人の手に渡るように願っております。パンフレットをご
希望の方は、事務局までご連絡いただければ必要数を郵送いたします。
＊社会人が仕事を続けながら、その仕事で培った知識や技術、ノウハウを
　使って社会貢献を行うこと。

　2/20（月）、下記のとおり声明文を発表しました。　

　都道府県支部より146名の代議員が選出されました。代議員
の名簿は、ホームページにアップしておりますので、ご覧ください。
代議員の任期は、2025年3月までの2年間となります。よろしく
お願いします。
　代議員による定時総会は、2023/6/24（土）14：00～、品川
区立総合区民会館（きゅりあん）にて開催されます。

F R O M  N I S S E I K A N

　管理者ともなると、出席しなければならない会議が増えま
す。「師長（部長）はまた会議じゃない？」と周囲から冷やや
かな声が聞こえると、「法律や診療報酬で定められている
会議があることを知らないの？」という気持ちになってしまうこ
ともありました。
　会議が好ましい印象を与えないのは、長い時間に何が
話しあわれ、どのような結論に至ったかが不明瞭だからだ
と思います。1時間の会議には1人当たりの時給×時間×参
加人数分の人件費がかかっているのです。細かく言えば、

会議の時間を短くする意識づけで、会議が変わる

加えて照明や冷暖房の電気代も……。一体どれだけの経
費がかかっているのかを考えると、会議の時間を有効に、で
きるだけ短くしようと思うかもしれません。時間を短縮することで、
その時間をほかのことに使えるし、経費も節約できると思いま
す。まずは、その意識をもつことが大切だと思います。

看
護
管
理

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
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中庭良枝（なかにわ・よしえ）　
日本精神科看護協会 業務執行理事
事務局本部長（東京都）

入会について

入会資格 　�看護師、准看護師、保健師、医師の免許取得者、および、精神保健・医療・福祉
領域での業務経験を有する者

会員期間
　
4月1日から翌年3月31日の1年間

年 会 費
　
10,000円

�入会方法
　�
日本精神科看護協会事務局までお電話でお問い合わせいただくか、�
ホームページの「入会のご案内（https://jpna.jp/nisseikan/nyukai）」�
でご確認ください。

https://jpna.jp/

会員特典

研修会や学術集会へ会員価格で参加

メディカルオンラインの利用、
協会事務局の図書コーナーでの閲覧

会員限定「看護職賠償責任保険」への
任意加入

学術集会への論文投稿や発表

情報誌等のお届け

その他

〒108-0075　東京都港区港南2丁目12番33号品川キャナルビル7F
TEL:�03-5796-7033（平日8:00～17:00）

お問い合わせ先

日本精神科看護協会について、
もっと詳しく知りたい方は
ホームページをご覧ください。

精神科看護の第一歩

日本精神科
看護協会
入会案内

一般社団法人  日本精神科看護協会
Japanese Psychiatric Nurses Association

わくわ
く

精神科病院
看護管理者の皆様
看護職員の皆様

精神科看護職員による患者への虐待・暴行事件に関する会長声明

　2022年12月の精神科病院に勤務する看護職等による入院患者への虐待行為の報道に、患者やその
家族をはじめ、世の中の人々が心を痛めているところです。さらに時を移さずして、今月には別の精神科
病院入院患者への暴行疑いで看護職が逮捕されたという報道がありました。このような看護職がかかわる
患者虐待の報道が相次ぐという憂慮すべき事態に対して、私たちは早急に手を打たなければなりません。
　昨年、精神保健福祉法に障がい者虐待に係る防止等の措置についての改正案が成立し、精神科病
院での虐待防止等の措置について、より一層の体制強化が図られました。ただし、本法律における措置は、
虐待発見時の通報義務や虐待に関する相談体制の整備等であり、障がい者虐待事案が生じた後の施
策であるため、十分な予防策とはいえません。
　私たち精神科看護にかかわる看護職（以下、看護職）は、患者の一番身近な医療従事者として患者の安
全と人権を守る使命と社会的責務を負っています。精神科病院での虐待を根絶するためには、看護管理者
のリーダーシップが必要不可欠であり、看護職一人一人がアドボケイトの役割を自覚しなければなりません。
　昨今の精神科病院における虐待行為の報道は、病院関係者からの通報が発端になっています。私た
ちは、障がい者虐待がすべての精神科病院で起こり得る案件であるという認識を強くもち、虐待防止に
向けてあらためて自施設の現況を確認することが必要です。加えて自施設において患者や職員の声を積
極的に拾い上げる必要があります。看護管理者がリーダーシップを図り、一人一人の看護職が自施設
における重要課題として、虐待の根絶に取り組んでいただくことを強く望みます。
　また、看護管理者は、自施設における課題に気づき、課題解決に向けられるよう教育支援を行うこ
とが重要な役割になります。「精神科看護職の倫理綱領」に基づき、看護職一人一人が虐待の根絶に
取り組めるよう導かなければなりません。
　そのため本協会は、皆様の取り組みに関して誠心誠意、全力で支援することをここに表明いたします。
会員施設のみならず、全国の看護職全体で危機感を共有し、患者の安全と人権を守り、精神科看護
が社会に必要とされる専門職として信頼され続けられるよう、皆様と一致団結して取り組んで参ります。

2023 年 (令和5年）2月20日
一般社団法人 日本精神科看護協会

会長　吉川隆博

日精看本部 情報発信局からのお知らせ

「日精看オンライン」や各種SNSなどインターネットを中心とし、タイムリー
に情報発信するために、次年度より『日精看ニュース』は隔月（偶数月
22日）発行となります。詳細は次号の特集でご案内します。
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